
    古賀市記者懇談会（９月） 
令和４年９月２１日（水）１３時３０分～ 

会場：応接室 A 

 

朝日新聞社、共同通信社、産経新聞社、時事通信社、西日本新聞社、日本経済新聞社、毎日新聞社、読売新聞社 

FBS、J：COM、KBC、NHK、RKB、TNC、TVQ（５０音順）   

 
①花鶴小学校ＰＴＣＡが防災キャンプを実施【P1】 
【古賀市役所】（問い合わせは 総務課 江野＝092-942-1112） 
 花鶴小学校ＰＴＣＡが、今年初めて児童とその保護者を対象に防災キャンプを実施しま

す。楽しく学び、身に着け、長く続く防災活動を目指し、古賀市消防団、福岡女学院看護大

学、福岡工業大学などが連携し、避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）やゲームアプリ「防災Ｇо！

Ⓡ」、市備蓄品を使った避難所設営や備蓄食体験に取り組みます。 

 

②総合的な学習の時間「わたしたちのＳＤＧs」で身近な環境問題を学ぶ【P2】 

【花鶴小学校】（問い合わせは 教頭 漆谷＝092-943-5000） 
花鶴小の４年生は「わたしたちのＳＤＧs」と題し、総合的な学習の時間に、身の回りに

ある環境問題やＳＤＧs について学んでいます。自分たちにできることは何かを考え実践

していくために、校区内にある親水空間で実際に体験しながら環境学習を実施します。 

親水空間は地域の思いが詰まった場所で、子どもたちや地域の人たちの憩いの場として、

これからも発展していく予定です。今後は、校区内にある親水空間をもっと多くの人に知

ってもらい、子どもも大人も楽しめる空間にするために、自分たちにできることを児童自

身が積極的に考え、市と連携しながら実践していけたらと思います。 

 

③SDGｓ万華鏡“KAGUYA”プロジェクト～山と海の課題を同時に解決【P3】 

【古賀竟成館高校】（問い合わせは 教頭 米原＝092-942-2161） 
古賀市の身近な環境問題として、竹林の繁茂（山の問題）と海岸の漂着物（海の問題） 

があります。古賀竟成館高校と市内の小学校（小野小・古賀西小）・NPO法（SDGS Spiral）

とが連携して、SDGｓの目標である「山（Goal１３・１５）」と「海（Goal４）」に関する地

域の課題解決につながるように、様々な取組を実践していきます。 

全６回の活動では、オンラインによる環境学習のほか、竹や海岸ごみを用いた万華鏡づ

くりなど、市内の身近な環境に触れながら SDGsを学ぶ機会につなげます。 

 

④市内の消費喚起を後押し 

古賀市キャッシュレス商品券「こが pay」＆タクシーチケット事業【P4】 

【古賀市役所】（「こが pay」に関する問い合わせは 古賀市商工会 中嶋＝092-942-4061 
商工政策課 吉武＝092-942-1176、「タクシーチケット」に関する問い合わせは 古賀市経

営戦略課 丸井＝092-942-1113） 
古賀市商工会では、新型コロナウイルス感染症に伴う消費の落ち込みの緩和と、市内事

業者の販売促進、商店街をはじめとした地域経済の活性化を目的とし、古賀市キャッシュ

レス商品券「こが pay」を発行します。キャッシュレスでの商品券発行は市商工会として初

めてとなります。 

また、市内飲食店での消費喚起を促すため、「こが pay」対象店の利用２,０００円ごと

に、タクシーチケット５００円分を配布します。（１会計につき５枚が上限、対象店舗はの

ぼりが目印） 

 



⑤福岡出入国在留管理局×古賀市  

「やさしい日本語研修会」を実施～分かりやすく伝わる 思いやりのある温かい窓口に向

けて【P8】 
【古賀市役所】（問い合わせは まちづくり推進課 飯尾・渋田＝092-942-1165） 

福岡出入国在留管理局の協力のもと、古賀市職員を対象にした「やさしい日本語」研修

会を開催します。研修では、来庁した外国籍の人に「やさしい日本語」（難しい言葉を言い

換えるなど、相手に配慮したわかりやすい日本語）を活用して、わかりやすく伝わる説明

ができるようなコツを学びます。 

ちょっとした心がけや言い換えで、「分かりやすく伝わる、思いやりのある温かい窓口」

に向けて、多文化共生を推進していきます。 

 
⑥「台湾バナナ 日台友好交流会」を開催 

学校法人神戸学園様より台湾バナナを子どもたちへ【P9】 
【古賀市役所】（問い合わせは まちづくり推進課 飯尾・渋田＝092-942-1165） 

台湾の食文化理解のため、「台湾バナナ」を古賀市の小学生と教職員に寄贈したいと、学

校法人神戸学園より申し出がありました。本市と交流を続けている、台北駐福岡経済文化
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総領事の紹介がきっかけとなったもので、公益活動の一環として寄贈

されるものです。 

 草の根交流を通じて、子どもたちの国際感覚の醸成につなげるため、蒋恵萍
しょう けいへい

神戸学園

総長一行、陳銘俊総領事一行を招き「台湾バナナ 日台友好交流会」を開催します。 

 

⑦留学生 生活オリエンテーションを実施～第 1 弾 生活情報、ゴミ出しルールについて

【P10】【古賀市役所】（問い合わせは まちづくり推進課 飯尾・渋田＝092-942-1165） 
令和３年度の本市外国人人口は、８１４人（令和４年３月末現在）と新型コロナウイル

スの影響を受け減少に転じましたが、令和４年５月の外国人新規入国制限の緩和措置の影

響で、６月末現在９７４人（３か月で１６０人増加）と、過去最多となっています。   

特筆すべきは、留学生が最も増加していて、古賀市内の日本語学校に通っている実態が

あります。 

そこで、留学生が古賀市で安心して生活できるように、日本語学校（日本グローバル学

院）と市が連携して、生活オリエンテーションを開催します。 

 

■問い合わせ先 
古賀市役所経営戦略課 川原、大川＝092-942-1346 ✉pr-koho@city.koga.fukuoka.jp 

●今後の記者懇談会の日程（予定） 
・10 月 24 日（月）13 時 30 分～ 場所：古賀市役所応接室 A 
・12 月  1 日（木）13 時 30 分～ 場所：古賀市役所応接室 A 


